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Solid Worksによる 3次元CADの応用技術修得
O山田隆昇(第三技術室)，福岡高(第二技術室)，脇 敬一 (第三技術室)
川崎孝俊(第一技術室)，安藤誠(第二技術室)
1 はじめに
3次元 CAD(ComputerAided Design)は、製作される
ものが立体的にわかりやすく表現できる と同時に、 2
次元製図とも簡単にリンクできるために、製作に必要
な情報を正確に盛り込むことが可能で、 SolidWorks 
を使った 3次元モデルリングを中心とした描画能力と
アセンブリ方法などを身につけると同時に、 2次元製
図の描画能力と 3次元モデルから 2次元製図への展開
の仕方等も、 前年の研修 r3次元 CADの基本技術の
習得」で指導テキスト (SolidWorks による 3次元
CAD 実教出版社)1 -7章で習得した。今年は、上記
の研修グループ 5名で、rSolid Worksによる 3次元 CAD
の応用技術修得Jをめざして、先端科学技術育成セン
ターのコンピュタールーム(図1)にて 3次元 CADソフ
ト$01i d Worksを駆使し、①指導テキストの前章を復
習しながら 8章 「ギアボックスの作成」では各部品
の3次元モデルの作成、組み立て(アセンブリ)、挿入、
合致、動作確認等の研修を行った。② 実物機械のオー
トパイ HONDAスーパーカプからエンジン(50cc)グ
ループを脱着/分解して、個々の部品をデジタノレノギス
等で細かく計測を行い、 $olid
Works上で各部品を3次元モデ
ルの作成、組み立て(アセ J プ
リ)、挿入、合致、動作確認等
の修得を毎週木曜日 2時間 30
分、 25回の研修にて $01id 
Worksによる 3次元 CADの応用
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報告Lます.
2. S01 id Worksによる「ギアボッ
クスの作成」
Sol i d Worksによる「ギアボックス
(函 2)の作成Jでは、部品図のギアケ
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ース A(図 3). B (図 4)'C(図 5)と3個 図6不等角投膨法の正面、
の部品図(モータ一、 y ャフト、ジ 右側面、平面
ョイント)を 3次元で図作成を
行った。ギア、ネジ類は "ー.
Toolboxを利用した
$01 i d Worksを起動して最初
の基図作成は、[プルダウンメ
四一四
T一「. 
ニュウファイル/新規]より新 ‘ 
規作成ダイアログで「部品Jを E四一選択し、 3つの平面(正面 ・平
面・右側面)から正面(図的を
選び、原点より直線や短形と円
" 
図7ギアケースA2次元
図82次元から3次元への押し出し 図9 ギアケースA足の作
をスケッチし、寸法を入れ幾何拘束を行い 2
次元図(図 7)を作成した。 その作成図を
Command Managerから fフイーチャ」を選択
し「押 L出しポス/ベースJにて、視点が不等
角投影図に切り替わり、 3次元化(図的される。
作成した部品(図 9，10)を組立て、アセンブリ
モデノレを作成した.まず新規(アセ J プリモデ
ル作成)r構成部品の挿入Jギアケース Aとモ
ーターにて[プルダウンメニュー伸入/合致]
にて合致を選択し、台数種類の一致、同心円、
平行等を選択Lて合致を行った。モーター
とギアケースムギアケース Aとジョイント
やンヤフト・ギアケース Bの合致を行った。
ネジ類やギアは随時作成するのではなく
Toolboxを利用しネジ類やギアを挿入Lた.
ギア合致によりピニオンギアを回転させギ
ア同士の噛み合いを再現してギア合致によ
る動作確認を行った。また、フィジカノレシ
ュミレーションを使い、回転モーターのコ
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図 10 ギアケースAモーター軸穴ギア軸穴
図11ギアボックス
ギアの合致・ギアケースABC町モーターは非表示
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マンドでピェオ J ギアに回転を股定L、
シャフトまで運動が伝達する様子(図
11)をアエメーシヨ J で記録Lた。
3. Solid Worksによる
「オートパイエンジン部の作成j
オートパイ IONDAスーパーカブから
エンジン(50cc)グループを脱着(図 12)、
シリング一部、クラッチ部、クランク 図 12 エンジ
ケース/シャフト/ピストン部、トランスミツ'"ョン
部、ギア部等を分解して、個々の分解部品 (図 13)
をデジタノレノギス等で細かく丁寧に各部の寸法計
測を行い、 So]id Worksを起動して新規作成ダイア
ログで「部品J.正面図を選択して CommandManager 
から「スケッチ」にて原点より直線や円 ・スプライ
ンを利用して計測 Lた部品を細かく丁寧に線引き
を行い、寸法を定め幾何拘束にて 2次元図を作成し
ていった.その 2次元図を CommandManagerから「フ
イーチヤJを選択し「押し出しポス/ベース」にて、
視点が不等角投影図に切り替わり 、3次元 、回 穐?? Feature 
図14 クラッチ分解部品の 2次元から
_. 
化(図 14)された部品園を観紫することが
出来る。 クラッチ分解部品の一部に 2次
元的にカット図を描き、押し出し/カットに
て図 15 のように 部分をカッ トそして
Command Managerより円形パターンを選択
360度の円形に先ほどのカットと 同じ様に
4パターンでカットして作成したo (図 15)
さらに ComlandManagerから「フイーチヤj
を選択し「押し出しポ
ス/ベース」にて 3箇
所の凸部も円形パタ
ーンを駆使して図 16
の僚にクラッチ分解
部品を作成、それらの
分解部品 8枚を組
立 ・合致にて図 17の
アセンブリモデノレを
作成した。同織にエン 図 16$olid Worksによる 3次元図17クラッチ部品のアセンブリ
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図15クラッチ分解部品 3次元
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ジングノレープのシリンダ一部、クランクケース/シャフト/ピストン部トランスミッション部、
ギア部の分解部品を SolidWorksを駆使して 3次元部品を作成した。
まず新規(アセンブリモデノレ作成)r構成部品の挿入J沢山の各部品にて[プルダウンメニュー
挿入/合致]にて合致を選択し、合致種類の 致、同心円、平行等を選択して合致を行った。(図
18)ネジ類やギアは随時作成する i 
のではなく To01boxを利用し挿入
Lた.シリンダ一部、クランクケ
ース/シャフ卜/ピストン部トラン
スミッション部、ギア部の各合致
によりギア同士の噛み合いを再現
して動作確認を行った。また、フ
ィジカルy ュミレーションを使い、
回転モーターのコマンドでクラン
ク軸に回転を設定し、ピストンや
吸気・排気パルプまで駆動が伝達
する様子をアニメーシヲンで配録
してみた。 図 18シリンダ一部、クランクケース/シャフト/ピス
トン部トランスミッション部、ギア部
4 まとめ
Solid Works上でオートパイエンジンの各部品の 2次元、 31o:元モデノレ作成、組み立て(アセ
ンブリ)、合致挿入、フィジカルシュミレーション等で動作確認を行い、各部品を如何に正確に
描く事の難しさを知った。しかし研修者同士で相談、教えを時い、毎週 2時間 30分、 25回の
研修の積み重ねで、難しいモデノレを苦労して作った達成感は何物にも変えがたい研修体験で
rSolid Worksによる 3次元 CADの応用技術研修の修得Jが出来た。
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